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『
萬
葉
集
』
の
防
人
歌
と
、「
支
那
事
変
防
人
の
歌
」
で
構
成
さ
れ
た
『
萬

葉
集
防
人
歌
の
鑑
賞
』（
有
精
堂　

一
九
四
二
・
四
）
の
著
者
で
あ
る
佐
佐

木
信
綱
は
、
同
書
「
序
」
に
お
い
て
、
共
著
の
今
井
福
治
郎
に
つ
い
て
こ

の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
か
く
の
ご
と
き
伝
統
の
精
神
を
そ
の
具
象
顕
現
に
於
い

て
究
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
愈
々
国
民
精
神
を
作
興
し
、
明
浄
正
直

の
誠
を
以
て
、
大
御
心
に
応
へ
奉
ら
む
が
た
め
に
、
今
井
福
治
郎
君

と
共
に
企
て
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

生
涯
に
わ
た
り
、『
萬
葉
集
』
研
究
に
取
り
組
ん
だ
今
井
で
あ
る
が
、

戦
時
下
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
『
萬
葉
集
防
人
歌
の
鑑
賞
』
と
、
同

じ
く
佐
佐
木
と
の
共
著
で
あ
る
『
萬
葉
集
神
事
語
彙
解
』（
有
精
堂　

一
九
四
四
・
二
）
が
挙
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
四

冊
の
書
籍
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
四
冊
は
、
い
ず
れ
も
皇
国
史
観
に
基
づ
い
た
作
品
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、戦
後
に
読
み
返
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
今
回
は
、
今
井
福
治
郎
と
い
う
『
萬
葉
集
』
研
究
者
の
、
そ
の
よ
う

な
戦
時
下
の
著
作
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

『
学
習
本
位　

臣
民
の
道
全
解
』　

今
泉
忠
義
共
著　

有
精
堂　

一
九
四
一

年
九
月　

Ｂ
6
版　

本
文
二
五
四
頁

　
『
臣
民
の
道
』
と
は
、
皇
国
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
一
九
四
一
（
昭

＝
資
料
紹
介
＝

戦
時
下
の
今
井
福
治
郎

─
四
冊
の
著
作

付
、
略
歴
・
主
要
著
作
目
録

高　

橋　

美　

織
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和
一
六
）
年
三
月
三
一
日
、
当
時
の
文
部
省
教
学
局
が
刊
行
し
た
国
民
教

化
用
の
教
材
で
あ
る
。
学
校
や
教
育
団
体
に
配
布
さ
れ
た
こ
の
本
は
、
終

戦
後
、
東
京
裁
判
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
戦
前
教
育
の
象
徴
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
九
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
、「
東
京
朝
日

新
聞
」
に
は
、
久
松
潜
一
・
志
田
延
義
解
題
、
高
須
芳
次
郎
註
解
『
註
解

臣
民
の
道
』（
朝
日
新
聞
社
）、
紀
平
正
美
編
『
臣
民
の
道
通
義
』（
皇
国

青
年
教
育
協
会
）、
井
上
清
純
著
『
教
育
勅
語
と
臣
民
の
道
』（
冨
山
房
）

な
ど
一
〇
冊
余
り
の
『
臣
民
の
道
』
解
説
書
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
執

筆
に
あ
た
っ
た
学
者
、
教
育
者
、
評
論
家
、
政
治
家
ら
の
顔
ぶ
れ
も
豪
華

で
あ
り
、
各
出
版
社
が
『
臣
民
の
道
』
の
解
説
本
を
し
の
ぎ
を
削
る
よ
う

に
刊
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

今
泉
と
今
井
に
よ
る
『
学
習
本
位　

臣
民
の
道
全
解
』
は
、
こ
れ
ら
の

解
説
本
の
中
で
は
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
る
、
九
月
に
出
版
さ
れ
た
。

　

臣
民
の
道
は
要
す
る
に
、「
海
行
か
ば　

水
漬
く
か
ば
ね　

山
行

か
ば　

草
む
す
か
ば
ね　

大
皇
の　

辺
に
こ
そ
死
な
め　

か
へ
り
み

は
せ
じ
」
い
ふ
萬
葉
人
の
魂
と
血
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
ゐ
る
純

忠
の
心
と
、　

孝
謙
天
皇
が
み
こ
と
の
り
で
、

　

 

古
者
、
民
を
治
め
国
を
安
ん
ず
る
は
、
必
ず
孝
を
以
て
理
む
。
百

行
の
本
、
玆
よ
り
先
な
る
は
莫
し
。

と
、
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
孝
の
心
、
即
ち
忠
孝
に
帰
一
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。

　

序
文
の
後
半
に
、
こ
の
よ
う
に
『
萬
葉
集
』
と
の
共
通
点
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
署
名
は
「
著
者
」
と
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

今
泉
と
今
井
の
ど
ち
ら
が
書
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

同
月
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
九
月
一
九
日
朝
刊
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
広

告
内
の
「
本
書
の
特
色
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
、
斯
界
の
権
威
で
あ
る
国
文
学
者
と
実
際
指
導
者
と
の
共
著
に
し

て
詳
細
明
確
に
解
説
し
た
る
こ
と
。

二
、
内
容
は
要
旨
・
感
想
・
文
段
・
通
釈
・
語
釈
・
試
問
の
七
方
法

を
採
り
た
る
為
め
に
概
括
的
に
精
神
的
に
且
又
組
織
的
に
体
系
的
に

学
習
す
る
こ
と
を
得
。

三
、
巻
末
の
語
句
索
引
に
よ
つ
て
学
習
に
徹
底
を
期
す
る
こ
と
。

四
、
内
容
豊
富
に
し
て
価
格
低
廉
な
る
こ
と
。

　
「
一
」
に
あ
る
よ
う
に
、広
告
に
は
「
國
學
院
大
学
教
授
今
泉
忠
義
」「
文

学
士
今
井
福
治
郎
」
と
あ
る
。「
折
口
信
夫
の
五
博
士
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
今
泉
は
、
今
井
よ
り
一
歳
年
上
で
あ
っ
た
が
、
今
井
が
國
學
院
大
学
に

入
学
し
た
時
に
は
す
で
に
教
授
の
地
位
を
得
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
の
今
井
は
國
學
院
大
学
を
卒
業
後
、
神
田
区
の
今
川
家
政
女

学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
。
翌
年
四
月
に
佐
佐
木
信
綱
と
の
共
著
『
萬

葉
防
人
歌
の
鑑
賞
』
の
出
版
を
予
定
し
て
は
い
た
が
、
研
究
者
と
し
て
の

道
を
歩
み
始
め
た
ば
か
り
の
い
わ
ば
「
駆
け
出
し
」
の
時
期
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
『
学
習
本
位　

臣
民
の
道
全
解
』
は
、
國
學
院
大
学
教
授

と
い
う
今
泉
に
依
頼
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
井
の
長
女
の
名
付
け

親
で
あ
る
な
ど
、
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
若
手
研
究
者
で
教
育

者
で
あ
る
今
井
に
共
著
を
持
ち
か
け
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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ま
だ
肩
書
き
が
「
文
学
士
」
で
あ
っ
た
今
井
に
と
っ
て
は
、
共
著
と
は

い
え
、
執
筆
に
力
が
入
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
難
解
な
本
文

を
歯
切
れ
の
良
い
文
章
と
平
易
な
説
明
で
解
説
し
た
本
作
は
、
今
井
の
力

量
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

『
娘
も
つ
母
へ
』　

湯
川
弘
文
社　

一
九
四
一
年
六
月　

Ｂ
6
版　

本
文

二
四
二
頁

　
『
臣
民
の
道
』
の
三
箇
月
前
に
出
版
さ
れ
た
。「
東
京
朝
日
新
聞
」

一
九
四
一
年
六
月
二
五
日
付
夕
刊
一
面
に
「
家
庭
の
明
朗
化
」
と
横
書
き

で
大
き
く
書
か
れ
た
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
母
よ
娘
を
知
れ
」「
娘

よ
母
を
知
れ
」「
大
増
刷
」「
読
め　

父
も
母
も　

先
生
も　

女
学
生
も　

娘
も　

職
業
婦
人
も
」
と
い
っ
た
紹
介
や
、
目
次
の
一
部
で
あ
る
「
母
の

力
。
叱
り
方
。
嫁
。
叱
ら
れ
た
娘
の
気
持
。
家
出
。
女
学
生
の
結
婚
観
。

誘
惑
。
女
店
員
。
夜
学
生
」
と
い
っ
た
記
述
も
あ
る
。

　

内
容
の
多
く
は
女
学
生
の
趣
味
・
嗜
好
の
調
査
や
、
学
校
で
の
出
来
事

な
ど
で
あ
る
が
、「
序
に
か
へ
て
」
に
、
近
頃
多
い
学
術
的
な
書
物
で
は

な
く
、「
肩
に
鬱
血
し
な
い
や
う
に
随
筆
風
に
書
い
て
み
た
」
と
あ
る
よ

う
に
、
今
井
の
身
辺
雑
記
的
な
文
も
多
い
。『
萬
葉
集
』
の
歌
の
引
用
も

あ
る
。「
事
変
と
母
」
の
章
で
は
、『
支
那
事
変
歌
集
』（
斎
藤
茂
吉
・
土

屋
文
明
編　

岩
波
書
店　

一
九
四
〇
・
一
〇
）
の
母
の
歌
を
挙
げ
、「
今

後
の
女
性
で
あ
り
、
母
で
あ
る
者
は
、
子
は
自
分
の
子
で
あ
る
と
認
識
す

る
こ
と
は
勿
論
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
大
君
の
大
切
の
子
で

あ
る
と
い
ふ
考
へ
を
、
よ
り
一
層
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
啓
蒙
的
な
文
は
少
な
い
。
今
井
の
軽
妙
な
文
章
の
効
果
も
あ

り
、広
告
の
よ
う
な
教
育
書
で
は
な
く
、気
楽
に
読
め
る
一
冊
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。

『
転
換
期
の
女
性
』　

有
精
堂　

一
九
四
二
年
六
月　

Ｂ
6
版　

本
文

四
一
九
頁

　
「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
九
四
二
年
八
月
二
一
日
付
朝
刊
一
面
は
有
精
堂

の
『
実
務
工
業
辞
典
』
と
同
じ
枠
内
に
、「
読
売
新
聞
」
八
月
二
二
日
付

朝
刊
二
面
は
、
有
精
堂
の
『
実
務
工
業
辞
典
』
と
『
萬
葉
集
防
人
歌
の
鑑

賞
』
と
同
じ
枠
内
の
広
告
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
村
岡
花
子
序
」
と
い
う

記
載
の
後
に
、「
若
い
女
性
の
現
在
心
の
あ
り
か
た
を
正
面
か
ら
見
つ
め
、

重
大
時
局
下
の
心
的
生
活
に
触
れ
る
記
録
と
見
通
し
で
あ
る
」
と
い
う
紹

介
が
あ
る
。

　

前
作
同
様
、
女
学
生
を
調
査
し
た
も
の
や
、
今
井
の
身
辺
雑
記
的
な
文

も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
、
月
に
二
回
開
か
れ
て
い
た
「
萬
葉
集
鑑

賞
会
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
短
文
が
あ
る
。

　

せ
め
て
一
夜
で
も
、
二
夜
で
も
、
上
代
人
の
魂
に
触
れ
る
こ
と
は
、

と
か
く
乾
か
ら
び
ょマ
マ

う
と
す
る
魂
に
潤
ひ
を
与
へ
て
く
れ
る
。
上
代

人
の
心
と
つ
な
が
り
を
持
つ
自
分
達
で
あ
る
。
味
は
つ
て
ゐ
る
間
に

萬
葉
人
の
脈
搏
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
一
刻
が
尊
い
。

　

前
年
の
国
民
動
員
計
画
や
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
よ
り
、
女
性
を
取
り

巻
く
社
会
状
況
も
「
転
換
期
」
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

序
文
や
後
半
の
文
に
は
、
戦
時
下
の
女
性
の
任
務
や
心
構
え
を
説
く
箇
所
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も
あ
る
が
、
大
部
分
は
、
不
自
由
を
実
感
し
な
が
ら
も
日
々
を
生
き
る
今

井
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
母
の
愛
行
』　

村
岡
花
子
共
著　

有
精
堂　

一
九
四
三
年
五
月　

Ｂ
6
版　

本
文
三
一
二
頁

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
の
真
珠
湾
攻
撃
に
お
い
て
、
特
別

攻
撃
隊
と
し
て
戦
死
し
た
九
名
、
す
な
わ
ち
「
九
軍
神
」
の
故
郷
を
訪
ね
、

家
族
や
恩
師
を
取
材
し
た
労
作
で
あ
る
。
同
じ
甲
府
出
身
で
あ
る
翻
訳
家

の
村
岡
花
子
と
の
共
著
と
な
っ
て
お
り
、
序
文
は
村
岡
が
書
い
て
い
る
が
、

本
文
は
そ
の
内
容
か
ら
、
す
べ
て
今
井
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

広
告
は
「
読
売
新
聞
」
一
九
四
三
年
五
月
一
九
日
付
朝
刊
一
面
、「
東

京
朝
日
新
聞
」
五
月
一
六
日
付
朝
刊
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
同

様
の
体
裁
で
、「
母
性
観
、
女
性
観
に
独
自
の
抱
負
を
持
つ
著
者
が
真
珠

湾
攻
撃
に
散
華
し
た
九
軍
神
の
生
家
を
親
し
く
訪
れ
母
の
愛
行
の
如
何
に

偉
大
で
あ
る
か
を
痛
感
し
て
、
世
の
母
に
、
女
性
に
訴
へ
た
刻
下
喫
緊
の

良
書
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

九
軍
神
の
故
郷
を
訪
問
す
る
旅
は
、
一
九
四
二
年
に
三
回
に
分
け
て
行

わ
れ
た
。

三
月
二
三
日
～
二
九
日
（
横
山
家
、
佐
々
木
家
、
上
田
家
、
片
山
家
、

稲
垣
家
訪
問
）
東
京
─
鳥
取
─
島
根
─
岡
山
─
大
阪
─
京
都
─
松
阪

四
月
二
六
日
（
岩
佐
家
訪
問
）
東
京
─
前
橋

六
月
一
〇
日
～
一
七
日
（
古
野
家
、
廣
尾
家
、
横
山
家
訪
問
）
東
京

─
山
口
─
鳥
栖
─
熊
本
─
鹿
児
島
─
東
京

　

こ
れ
ら
の
旅
も
、
四
月
の
前
橋
訪
問
が
村
岡
と
も
う
一
名
の
三
名
で

あ
っ
た
だ
け
で
、
他
の
二
回
は
今
井
が
一
人
で
足
を
運
ん
で
い
る
。
道
中
、

『
萬
葉
集
』
の
歌
や
自
作
の
歌
、
そ
の
地
域
の
風
土
な
ど
が
描
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
今
井
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
べ
て
の
取
材
を
終
え
た
今
井
は
、「
そ
れ
ま
で
母
性
教
育
や
女
子
教

育
、
母
親
気
質
、
娘
の
言
動
に
飽
き
足
ら
ざ
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
」
が
、

九
軍
神
の
記
事
を
読
ん
で
心
の
中
で
「
こ
れ
だ
」
と
絶
叫
し
、
そ
れ
ら
の

教
育
の
再
出
発
点
が
こ
こ
に
あ
る
と
断
じ
た
、
と
記
述
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
私
の
受
け
た
こ
の
感
動
で
、
私
の
受
け
た
こ
の
魂
で
、
明
日
へ
の

女
性
、
明
日
へ
の
母
性
の
教
育
に
ぶ
つ
か
つ
て
行
か
う
」、「
我
が
子
を
育

て
躾
け
て
ゐ
た
お
母
さ
ん
方
の
お
話
を
全
母
性
、
全
女
性
に
伝
へ
よ
う
」

と
い
う
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
息
子
を
戦
場
で
失
っ
た
母
た
ち

の
取
材
を
終
え
た
ば
か
り
の
、
今
井
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
あ
ろ
う
。

　

今
井
は
戦
後
、
女
子
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
引
き
続
き
女
子
教
育
に
携

わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
学
生
た
ち
に
、
戦
争
時
の
話
を
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
戦
争
に
対
し
、
今
井
に
ど
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ

た
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
晩
年
に
出
版
し
た
随
筆
集
『
武
蔵
野
だ
よ

り
』（
桜
楓
社　

一
九
六
五
・
五
）
の
一
文
に
、
今
井
の
た
ど
り
着
い
た
境

地
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

幸
福
と
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
現
在
の
範
囲
内
で
何
の
心
配
も

な
く
、
夢
の
実
現
に
努
力
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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い
ず
れ
に
し
て
も
仰
々
し
い
も
の
で
は
な
く
、
さ
さ
や
か
な
所
に
、

さ
さ
や
か
に
息
づ
い
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

今
井
が
本
当
に
「
何
の
心
配
も
な
く
」
夢
の
実
現
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
期
間
は
短
か

す
ぎ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
回
挙
げ
た
今
井
の
四
作
は
、
戦
時
下
と
い
う
時
代
の
徒
花
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
今
井
は
そ
の
時
代
を
研

究
者
と
し
て
懸
命
に
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
姿
を
記
録
す
る
こ
と

が
、
当
時
の
『
萬
葉
集
』
研
究
の
足
掛
か
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
井
福
治
郎
略
歴

一
九
〇
一（
明
治
三
四
）  

七
月
二
日
、
山
梨
県
甲
府
市
に
て
父
今
井
久
吉
、

母
政
の
三
男
と
し
て
出
生

一
九
〇
九（
明
治
四
二
） 

甲
府
市
立
琢
美
尋
常
小
学
校
入
学

一
九
一
一（
明
治
四
四
）  

三
月
、
琢
美
小
学
校
尋
常
科
二
年
卒
業
。
四
月
、

甲
府
市
立
春
日
小
学
校
入
学

一
九
一
四（
大
正
三
） 
 

三
月
、
春
日
小
学
校
尋
常
科
六
年
卒
業
。
四
月
、

甲
府
市
立
富
士
川
尋
常
高
等
小
学
校
入
学

一
九
一
五（
大
正
四
） 

 

三
月
、
富
士
川
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
一
年

修
業
。
四
月
、
山
梨
県
立
師
範
学
校
附
属
小
学

校
入
学

一
九
一
七（
大
正
六
） 

 

三
月
、
山
梨
県
立
師
範
学
校
附
属
小
学
校
高
等

科
三
年
卒
業
。
四
月
、
山
梨
県
立
師
範
学
校
入

学

一
九
二
二（
大
正
一
一
）  

三
月
、
山
梨
県
立
師
範
学
校
本
科
第
一
部
課
程

修
了
。
甲
府
市
立
穴
切
小
学
校
勤
務
。
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
、
第
一
師
団
歩
兵
第
四
十
九

聯
隊
（
甲
府
）
に
六
週
間
現
役
服
役

一
九
二
五（
大
正
一
四
）  

四
月
、
穴
切
小
学
校
を
休
職
。
山
梨
県
立
師
範

学
校
文
科
研
究
専
攻
科
入
学

一
九
二
六（
大
正
一
五
）  

三
月
、
山
梨
県
立
師
範
学
校
文
科
研
究
専
攻
科

卒
業
。
穴
切
小
学
校
に
復
職

一
九
二
七（
昭
和
二
） 

こ
の
頃
か
ら
作
歌
を
は
じ
め
る

一
九
二
八（
昭
和
三
） 

五
月
、
甲
府
市
立
湯
田
小
学
校
に
転
任

一
九
三
〇（
昭
和
五
） 

 

三
月
、
湯
田
小
学
校
を
退
職
。
四
月
、
東
京
へ

転
居
。
國
學
院
大
学
文
学
部
国
文
学
科
入
学

一
九
三
四（
昭
和
九
） 

 「
万
葉
茜
会
」
発
足
。
歌
集
『
潮
の
な
が
れ
』

出
版
。
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
、「
山
梨
日
日

新
聞
」
に
「
萬
葉
集
の
研
究
」
を
不
定
期
連
載

（「
今
井
白
水
」
名
義
・
全
八
回
）

一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）  

二
月
、
東
京
市
今
川
小
学
校
代
用
教
員
就
任

（
一
〇
月
ま
で
勤
務
）。
三
月
、
國
學
院
大
学
文

学
部
国
文
学
科
卒
業
。
卒
業
論
文
「
万
葉
集
の

研
究
─
下
紐
考
其
の
他
」。
一
〇
月
、
東
京
市

神
田
区
今
川
家
政
女
学
校
教
諭
と
な
る
。
こ
の

年
よ
り
鵜
殿
正
元
氏
と
共
に
佐
佐
木
信
綱
氏
の
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『
万
葉
辞
典
』
編
集
を
手
伝
う

一
九
四
〇（
昭
和
一
五
） 

七
月
、
武
蔵
野
町
吉
祥
寺
に
転
居

一
九
四
四（
昭
和
一
九
） 

三
月
、都
立
四
谷
高
等
家
政
女
学
校
教
頭
と
な
る

一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）  

家
族
の
疎
開
先
の
甲
府
と
東
京
を
往
復
。
四
谷

高
等
家
政
女
学
校
は
戦
火
で
焼
失
。
八
月
か
ら
、

國
學
院
大
学
教
務
係
・
神
職
養
成
部
講
師
を
兼

任
。
一
〇
月
、
四
谷
高
等
家
政
女
学
校
を
依
願

退
職
。
國
學
院
大
学
講
師
に
就
任

一
九
四
六（
昭
和
二
一
） 

三
月
、
和
洋
女
子
専
門
学
校
講
師
に
就
任

一
九
四
九（
昭
和
二
四
） 

六
月
、
和
洋
女
子
大
学
教
授
に
就
任

一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）  

三
月
、「
雪
炎
短
歌
会
」
主
宰
。
歌
誌
「
雪
炎
」

創
刊
（
以
後
月
刊
）

一
九
五
四（
昭
和
二
九
） 

「
房
総
文
化
研
究
会
」
主
宰
と
な
る

一
九
五
八（
昭
和
三
三
） 

三
月
、
千
葉
県
文
化
財
専
門
委
員
に
就
任

一
九
六
一（
昭
和
三
六
）  

三
月
、「
萬
葉
集
の
地
名
と
傳
承
」
國
學
院
大

学
に
て
文
学
博
士
授
与
（
第
77
号
）

一
九
六
八（
昭
和
四
三
）  

一
月
二
三
日
、
日
大
病
院
に
て
胃
が
ん
の
た
め

永
逝
。
享
年
六
六
。
従
五
位
勲
四
等
瑞
宝
章
を

受
く

今
井
福
治
郎
主
要
著
作
目
録

　

著
書

『
娘
も
つ
母
へ
』　

湯
川
弘
文
社 

一
九
四
一
年　

六
月

『
転
換
期
の
女
性
』　

有
精
堂 

一
九
四
二
年　

六
月

『
萬
葉
抒
情
歌
の
鑑
賞　

愛
育
社
文
化
叢
書
2
』　

愛
育
社

 

一
九
四
七
年　

一
月

『
東
国
萬
葉
紀
行
』　

有
精
堂 

一
九
四
七
年　

四
月

『
歌
体
論
』　

有
精
堂 

一
九
四
八
年　

二
月

『
百
人
一
首
新
解
』　

東
京
大
盛
堂 

一
九
五
二
年
一
二
月

『
徒
然
草
全
釈　

語
釈
、鑑
賞
本
位
』　

東
京
大
盛
堂　

一
九
五
三
年
一
一
月

『
奥
の
細
道
全
釈
』　

文
源
堂 

一
九
五
四
年　

五
月

『
万
葉
・
古
今
・
新
古
今　

最
新
国
文
解
釈
叢
書
』　

法
文
社

 

一
九
五
四
年　

九
月

『
桐
の
花
研
究　

再
版
』　

互
用
堂 

一
九
五
五
年　

四
月

『
房
総
万
葉
地
理
の
研
究
』　

春
秋
社 

一
九
六
四
年　

五
月

『
武
蔵
野
だ
よ
り　

現
代
の
教
養
52
』　

南
雲
堂
桜
楓
社

 

一
九
六
五
年　

九
月

『
房
総
の
祭
』　

南
雲
堂
桜
楓
社 

一
九
六
五
年　

九
月

『
続
・
武
蔵
野
だ
よ
り　

現
代
の
教
養
58
』　

南
雲
堂
桜
楓
社

 

一
九
六
六
年　

九
月

『
万
葉
の
春　

現
代
の
教
養
43
』　

桜
楓
社 

一
九
六
八
年　

三
月

『
万
葉
集
の
研
究
』　

桜
楓
社 

一
九
六
九
年
一
〇
月

『
写
真　

房
総
』　

角
川
書
店 

一
九
七
〇
年　

四
月

『
今
井
白
水
歌
集
』　

白
水
会 

一
九
七
一
年　

七
月
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著
書
（
共
著
）

『
学
習
本
位　

臣
民
の
道
全
解
』　

今
泉
忠
義
共
著　

有
精
堂

 

一
九
四
一
年　

九
月

『
萬
葉
集
防
人
歌
の
鑑
賞
』　

佐
佐
木
信
綱
共
著　

有
精
堂

 

一
九
四
二
年　

四
月

『
母
の
愛
行
』　

村
岡
花
子
共
著　

有
精
堂 

一
九
四
三
年　

五
月

『
萬
葉
集
神
事
語
彙
解
』　

佐
佐
木
信
綱
共
著　

有
精
堂

 

一
九
四
四
年　

二
月

『
現
代
詩
歌
選
』　

國
學
院
大
学
調
査
部
編　

藝
苑
社

 

一
九
五
〇
年
一
一
月

『
明
解
日
本
文
学
新
辞
典
』　

高
崎
正
秀
他
共
著　

精
文
館

 

一
九
五
三
年　

六
月

『
早
春
挽
歌
』　

今
井
千
代
子
共
著　

自
刊 
一
九
五
四
年　

三
月

『
国
文
解
釈
完
全
問
題
集　

実
力
涵
養
完
全
問
題
集
シ
リ
ー
ズ
』　

山
崎
喜

信
共
著　

森
北
出
版 

一
九
五
五
年　

一
月

『
市
川
─
市
民
読
本
─
』　

市
川
市
教
育
委
員
会　

編
・
発
行

 

一
九
六
六
年　

三
月

　

論
文

枕
詞
「
高
麗
劒
」･

「
劒
太
刀
」
考　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
三
八
巻
八
号

 

一
九
三
二
年　

八
月

枕
詞
「
高
麗
劒
」･

「
劒
太
刀
」
考
（
承
前
）　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
三
八

巻
一
〇
号 

一
九
三
二
年
一
〇
月

「
が
に
ぐ
ぞ
う
」
を
め
ぐ
り
て　
『
旅
と
伝
説
』
第
七
年
八
号

 

一
九
三
四
年　

八
月

「
か
に
」
考　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
〇
巻
九
号 

一
九
三
四
年　

九
月

タ
ナ
を
中
心
と
し
て 　
『
旅
と
伝
説
』
第
七
年
一
〇
号

 

一
九
三
四
年
一
〇
月

「
あ
え
ぬ
か
に
」
と
「
あ
え
か
に
」
と　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
一
巻
二
号

 

一
九
三
五
年　

二
月

甲
斐
の
樹
木
信
仰　
『
旅
と
伝
説
』
第
八
年
一
〇
号 

一
九
三
五
年
一
〇
月

遠
妙
寺
の
石　
『
旅
と
伝
説
』
第
八
年
一
一
号 

一
九
三
五
年
一
一
月

地
名
起
原
伝　
『
旅
と
伝
説
』
第
九
年
八
号 

一
九
三
六
年　

八
月

地
名
起
原
伝
（
二
）　
『
旅
と
伝
説
』
第
九
年
一
〇
号

 

一
九
三
六
年
一
〇
月

地
名
起
原
伝
（
三
）　
『
旅
と
伝
説
』
第
九
年
一
一
号 

一
九
三
六
年
一
一
月

甲
州
路　
（
鵜
殿
正
元
と
の
共
著
）　
『
心
の
花
』
第
四
一
巻
一
二
号

 

一
九
三
七
年
一
二
月

考
証　
『
短
歌
研
究
』
第
六
巻
第
一
二
号 

一
九
三
七
年
一
二
月

特
殊
研
究
─
鏡
の
山
─　
『
短
歌
研
究
』
第
七
巻
第
四
号

 

一
九
三
八
年　

四
月

「
な
」
と
「
な
」　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
五
巻
二
号 

一
九
三
九
年　

二
月

歌
合
の
底
流
意
識
─
天
歌
合
の
重
要
性　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
六
巻
一

号 

一
九
四
〇
年　

一
月

連
作
新
論
─
物
語
と
の
交
渉
─　
『
短
歌
研
究
』
第
九
巻
六
号

 

一
九
四
〇
年　

六
月
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研
究　

し
ぬ
ぶ
心　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
巻
二
号

 

一
九
四
二
年　

二
月

う
れ
と
い
ふ
言
葉　
『
学
苑
』
第
九
巻
第
二
号 

一
九
四
二
年　

二
月

大
君
の
命
か
し
こ
み
て　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
八
巻
四
号

 

一
九
四
二
年　

四
月

天
徳
歌
合　
『
国
学
論
纂
』　

国
学
談
話
会
編
（
神
田
書
房
）

 

一
九
四
二
年　

六
月

「
出
家
と
そ
の
弟
子
」
の
位
相　
『
文
学
研
究
』
第
三
号

 

一
九
五
〇
年　

四
月

傍
観
者
の
位
置
─
憶
良
を
中
心
と
し
て　
『
日
本
文
学
論
究
』
第
七
冊

 

一
九
五
一
年　

三
月

「
み
や
び
」
の
近
代
的
展
開　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
三
巻
一
号

 
一
九
五
二
年　

四
月

巫
女
文
学
論　
『
文
学
研
究
』
第
八
号 
一
九
五
二
年　

四
月

短
歌
革
新
の
蕪
村
的
傾
斜
─
一
─
『
文
学
研
究
』
第
八
号

 

一
九
五
二
年　

四
月

憶
良
の
「
め
ぐ
し
、
う
つ
く
し
」
考　
『
上
代
文
学
』
創
刊
号

 

一
九
五
二
年　

九
月

『
東
西
南
北
』の
成
立
事
情
─
明
治
中
期
の
歌
学
論
争
─　
『
國
學
院
雑
誌
』

第
五
三
巻
三
号 

一
九
五
二
年
一
一
月

覊
旅
歌
に
つ
い
て　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
一
九
巻
四
号

 

一
九
五
四
年　

四
月

短
歌
革
新
の
蕪
村
的
傾
斜
─
物
語
性
を
中
心
と
し
て
─　
『
國
學
院
雑
誌
』

第
五
五
巻
一
号 

一
九
五
四
年　

五
月

安
倍
氏
水
虎
説　
『
國
學
院
雑
誌
』　

第
五
五
巻
一
号

 

一
九
五
四
年　

五
月

萬
葉
集
の
編
纂　
『
萬
葉
集
講
座
第
三
巻
（
研
究
編
）』　
（
創
元
社
）

 

一
九
五
四
年　

六
月

短
歌
を
救
う
も
の　
『
短
歌
研
究
』
第
一
一
巻
第
九
号

 

一
九
五
四
年　

九
月

萬
葉
集
の
同
心
異
表
現　
『
古
典
の
新
研
究 

第
二
集
』　

國
學
院
大
学
編

（
明
治
書
院
） 

一
九
五
四
年
一
〇
月

斎
つ
磐
群
に
草
む
さ
ず　
『
上
代
文
学
』
第
五
号 

一
九
五
五
年　

五
月

女
身
の
髪
の
歌　
『
短
歌
研
究
』
第
一
二
巻
第
六
号 

一
九
五
五
年　

七
月

房
総
万
葉
地
理
考
（
一
）
─
阿
須
波
の
神
─　
『
萬
葉
集
研
究
』
第
一
号

 

一
九
五
五
年
一
二
月

天
智
天
皇
─
蟬
丸
（
十
首
）　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
二
〇
巻
一
二
号

 

一
九
五
五
年
一
二
月

万
葉
集
の
花
鳥
風
月　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
七
巻
三
号

 

一
九
五
六
年　

六
月

房
総
万
葉
地
理
考
（
三
）
─
宇
麻
具
多
の
嶺
を
中
心
と
し
て
─　
『
和
洋

女
子
大
学
紀
要
』
一
号 

一
九
五
六
年
一
一
月

房
総
万
葉
地
理
考
─
市
原
台
地
と
十
三
坊
─　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
七

巻
六
号 

一
九
五
六
年
一
二
月

憶
良
の
作
品
の
成
立
と
伝
来　
『
上
代
文
学
』
第
八
号

 

一
九
五
七
年　

六
月
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房
総
万
葉
地
理
考
鹿
島
郡
と
海
上
郡
一　
『
萬
葉
集
研
究
』
第
二
号

 

一
九
五
七
年　

六
月

房
総
万
葉
地
理
考
─
末
の
珠
名
を
中
心
と
し
て　
『
古
典
の
新
研
究 

第
三

集
』　

國
學
院
大
学
編
（
明
治
書
院
） 

一
九
五
七
年　

七
月

房
総
万
葉
地
理
考
（
七
）
─
マ
マ
と
テ
コ
ナ
─　
『
和
洋
女
子
大
学
紀
要
』

二
号 

一
九
五
七
年
一
二
月

東
路　

太
子
道
か
ら
龍
田
越
へ　
『
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
第
三
巻
』（
角
川

書
店
） 

一
九
五
八
年　

三
月

房
総
万
葉
地
理
考
（
八
）
─
朝
夷
郡
の
古
代
的
様
相
─　
『
萬
葉
集
研
究
』

第
三
号 

一
九
五
八
年　

五
月

超
結
社
の
歌
人　
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三
巻
九
号

 

一
九
五
八
年　

八
月

房
総
万
葉
地
理
考
─
ア
ハ
ビ
と
の
関
聯
に
お
い
て
─　
『
國
學
院
雑
誌
』

第
五
九
巻
一
〇
・
一
一
号 
一
九
五
八
年
一
一
月

境
神
宮
社
考
─
初
午
祭
─　
『
房
総
文
化
』
創
刊
号 

一
九
五
八
年
一
二
月

房
総
万
葉
地
理
考
─
丸
子
考
─　
『
和
洋
女
子
大
学
紀
要
』
三
号

 

一
九
五
八
年
一
二
月

房
総
万
葉
地
理
考
─
安
房
の
国
の
歌
─　
『
日
本
文
学
論
究
』
第
一
七
冊

 

一
九
五
九
年　

三
月

房
総
万
葉
地
理
考
─
名
木
河　
『
萬
葉
集
研
究
』
第
四
号

 

一
九
五
九
年　

六
月

花
爾
供
養
者
─
大
戸
の
御
花
祭
に
寄
せ
て
─　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
〇

巻
七
号 

一
九
五
九
年　

七
月

伊
能
の
芝
居　
『
芸
能
』
第
一
巻
九
号 

一
九
五
九
年
一
〇
月

御
船
祭
─
相
浜
神
社
の
引
船
神
事
を
中
心
と
し
て
─　
『
房
総
文
化
』
二

号 

一
九
五
九
年
一
二
月

境
宮
神
社
考　
『
和
洋
女
子
大
学
紀
要
』
四
号 

一
九
五
九
年
一
二
月

瀬
々
の
流
れ　
『
萬
葉
集
研
究
』
第
五
号 

一
九
六
〇
年　

七
月

柳
楯
神
事
─
祭
と
古
典
と
の
接
触
─　
『
房
総
文
化
』
三
号

 

一
九
六
〇
年
一
一
月

「
更
」
の
原
意
考　
『
萬
葉
集
研
究
』
第
六
号 

一
九
六
一
年
一
〇
月

葛
飾
八
幡
宮
初
卯
祭
考
─
ウ
の
日
に
つ
い
て　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
二

巻
一
〇
号 

一
九
六
一
年
一
〇
月

葛
飾
八
幡
宮
初
卯
祭
考
─
ユ
ダ
テ
に
つ
い
て　
『
日
本
文
学
論
究
』
第

二
〇
冊 

一
九
六
一
年
一
〇
月

橘
神
社
考
─
橘
・
橘
比
売
─　
『
房
総
文
化
』
四
号 

一
九
六
一
年
一
一
月

あ
づ
ま
歌
に
見
え
る
農
業
社
会　
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
七

巻
六
号 

一
九
六
二
年　

五
月

は
や
す
考　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
三
巻
九
号 

一
九
六
二
年　

九
月

家
霊
の
作
者
─
岡
本
か
の
子
に
寄
せ
て
─　
『
日
本
文
学
論
究
』
第
二
二

冊 

一
九
六
二
年
一
一
月

万
葉
植
物
誌
─
松
─　
『
華
道
学
術
講
座
』　
（
國
學
院
大
學
国
華
会
）

 

一
九
六
二
年
一
一
月

東
海
万
葉
地
理
考　
『
萬
葉
集
研
究
』
第
七
号 

一
九
六
二
年
一
二
月

祭
の
中
の
万
葉
集
─
コ
モ
ル
を
中
心
と
し
て
─　
『
房
総
文
化
』
五
号

 

一
九
六
二
年
一
二
月



─ 205 ─

神
楽
と
房
総
の
神
楽　
『
ま
つ
り
通
信
』
第
二
三
号 

一
九
六
三
年　

一
月

北
原
白
秋
と
葛
飾　
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
八
巻
三
号

 

一
九
六
三
年　

二
月

松
迎
え　
『
ま
つ
り
通
信
』
第
二
六
号 

一
九
六
三
年　

四
月

足
り
な
い
話　
『
和
洋
国
文
研
究
』
第
一
号 

一
九
六
三
年
一
〇
月

吾
妻
神
社
馬
だ
し
神
事
見
聞
記　
『
房
総
文
化
』
六
号

 

一
九
六
三
年
一
一
月

白
間
津
祭
万
灯
聞
書
大
要　
『
房
総
文
化
』
六
号 

一
九
六
三
年
一
一
月

タ
カ
ク
ラ
考
─
馬
だ
し
神
事
に
寄
せ
て
─　
『
日
本
文
学
論
究
』
第
二
三

冊 

一
九
六
三
年
一
二
月

神
官･

僧
侶
─
万
葉
集
に
現
わ
れ
た
生
活
の
階
層　
『
国
文
学
解
釈
と
教
材

の
研
究
』
第
九
巻
四
号 

一
九
六
四
年　

三
月

酒
の
あ
そ
び　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
二
九
巻
四
号

 
一
九
六
四
年　

三
月

ア
ハ
ビ
の
話　
『
総
南
文
化
』
第
三
号 

一
九
六
四
年　

九
月

夕
暮
の
系
譜　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
五
巻
八・九
号 

一
九
六
四
年　

九
月

郷
土
誌
の
位
置
『
一
宮
町
史
』
一
宮
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編　
（
一
宮
町

役
場
） 

一
九
六
四
年　

三
月

ユ
リ
の
話
─
三
枝
祭
─　
『
上
代
文
学
』
第
一
七
号 

一
九
六
五
年　

四
月

飯
岡
の
大
念
仏
考　
『
房
総
文
化
』
七
号 

一
九
六
五
年　

五
月

文
献
学
と
民
俗
学
と
─
万
葉
集
を
中
心
と
し
て
─　
『
和
洋
国
文
研
究
』

第
三
号 

一
九
六
五
年
一
〇
月

も
み
ぢ
の
話　
『
新
国
学
』
第
三
号　

 

一
九
六
六
年
一
一
月

源
実
朝　
『
短
歌
』
第
一
四
巻
五
号 

一
九
六
七
年　

五
月

祭
と
万
葉
集
─
旗
を
中
心
と
し
て
─　
『
和
洋
国
文
研
究
』
第
五
号

 

一
九
六
七
年　

六
月

房
総
の
旗　
『
日
本
文
学
論
究
』
第
二
六
冊 

一
九
六
七
年　

七
月

こ
と
ば
は
い
き
て
い
る
─
新
年
の
こ
と
ば
と
行
事　
『
放
送
文
化
』
第

二
三
巻
一
号 

一
九
六
八
年　

一
月

万
葉
の
春　
『
萬
葉
文
学
』
第
一
号 

一
九
六
八
年　

一
月

東
歌
・
防
人
歌　
『
講
座
日
本
文
学　

第
二
（
上
代
編
第
二
）』　
（
三
省
堂
）

 

一
九
六
八
年
一
一
月

実
生
活
諸
相　
『
万
葉
の
世
界　

文
学
の
世
界
シ
リ
ー
ズ
』　
（
小
峰
書
店
）

 

一
九
六
八
年
一
二
月

　

短
歌
作
品
（
今
井
白
水
）

鏡
（
一
二
首
）　
『
短
歌
研
究
』
第
五
巻
第
五
号 

一
九
四
八
年　

五
月

く
ち
な
し
（
二
五
首
）　
『
短
歌
研
究
』
第
五
巻
第
一
〇
号

 

一
九
四
八
年
一
〇
月

千
葉
の
海
（
一
二
首
）　
『
短
歌
』
第
九
巻
三
号 

一
九
六
二
年　

三
月

春
の
雨
（
六
首
）　
『
短
歌
研
究
』
第
二
一
巻
第
六
号 

一
九
六
四
年　

六
月

花
（
一
二
首
）　
『
短
歌
』
第
一
二
巻
九
号 

一
九
六
五
年　

九
月

　

報
告
・
動
向
・
書
評
そ
の
他

武
田
祐
吉
歌
集
「
魚
腹
集
」　
『
短
歌
研
究
』
第
七
巻
一
二
号

 

一
九
三
八
年
一
二
月
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橋
本
進
吉
博
士
「
古
代
国
語
の
音
韻
に
就
い
て
」　
『
國
學
院
雑
誌
』
第

四
八
巻
八
号 

一
九
四
二
年　

八
月

武
田
祐
吉
博
士
「
肇
国
紀
伝
」 　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
八
巻
一
二
号

 

一
九
四
二
年
一
二
月

書
評　
『
短
歌
研
究
』
第
五
巻
四
号 

一
九
四
三
年　

四
月

万
葉
学
者
名
鑑
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
─
萬
葉
に
何
時
・
如
何
に
し
て
─　
『
上

代
文
学
』
創
刊
号 

一
九
五
二
年　

九
月

喫
茶
室
「
國
學
院
雑
誌
」　
『
民
間
伝
承
』
第
一
七
巻
七
号

 

一
九
五
三
年　

七
月

万
葉
集
大
成
（
三
）
訓
詁
篇
上　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
五
巻
三
号

 

一
九
五
四
年
一
一
月

は
が
き
書
評　
『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
〇
五
号 

一
九
五
五
年　

五
月

は
が
き
書
評　
『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
第
三
一
五
号 
一
九
五
五
年　

八
月

尾
山
篤
二
郎
著
「
大
伴
家
持
の
研
究
」　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
七
巻
五
号

 

一
九
五
六
年　

九
月

喫
茶
室
「
提
言
」　
『
民
間
伝
承
』
第
二
〇
巻
一
〇
号　

一
九
五
六
年
一
〇
月

「
万
葉
の
伝
統
」
大
久
保
正
著　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
五
九
巻
一
号

 

一
九
五
八
年　

一
月

境
神
宮
社
考
─
老
婆
連
の
お
つ
と
め
─
（
片
野
清
次
郎
・
片
野
隆
司
と
の

共
著
）　
『
房
総
文
化
』
四
号 

一
九
六
一
年
一
一
月

画
期
的
な
大
会
に
寄
せ
て　
『
美
夫
君
志
』
第
七
号 

一
九
六
四
年　

六
月

書
評　

山
田
英
世
著
「
セ
イ
ロ
ン
」　
『
和
洋
国
文
研
究
』
第
五
号

 

一
九
六
七
年　

六
月

阿
部
正
路
編
「
現
代
代
表
歌
人
選
集
」　
『
國
學
院
雑
誌
』
第
六
八
巻
一
一

号 

一
九
六
七
年
一
一
月

 

（
た
か
は
し
・
み
お
り
／
昭
和
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）


